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有
縁
の
皆
さ
ん
で
お
読
み
下
さ
い

青
しょう

色
しき

青
しょう

光
こう

純
じゅんしょうじほう

正寺報

お念仏の 家族に なろう

※
こ
の
紋
章
は
「
法
輪
」
と
い
い
、
車
の
輪
が
回
り
続
け
る

よ
う
に
未
来
に
向
か
っ
て
永
遠
に
弘
め
ら
れ
て
い
く
仏
教
を

象
徴
し
た
、
世
界
中
の
仏
教
徒
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
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( 連続研修会 )

毎月 25日発行

こんき常例布教

こんき常例布教

1月 25 日 ( 水 )
１０：００〜１２：００ １３：３０〜１５：３０

法話： 願通寺　中尾 萌恵 師 

純正寺の法要は「YouTube」「LINE LIVE」で、生配信でも録画でもご視聴・お聴聞していただけます。

またひとつ 歳をたまわりみ仏の 法を聞けよの命なりけり

YouTube 純正寺チャンネル LINE 純正寺公式アカウント

QR コードリーダーで読み込んでください。

No.319

年末年始の純正寺の法要

御
正
忌

　
十
六
日(
月)

午
前
十
時
よ
り
正
午
ま
で

　『
正
信
念
仏
偈
作
法
』
の
お
勤
め

　
住
職
の
法
話

　
　  

「
親
鸞
様
の
ご
臨
終
に
学
ぶ
」

元
旦
会

　
元
旦
午
前
十
時
よ
り
十
一
時
ま
で

　『
正
信
念
仏
偈
和
讃
』
の
お
勤
め
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
職
の
挨
拶

　
　
　
　
　
　
祝
い
餅
の
お
振
る
舞
い

除
夜
会

　
大
晦
日
午
後
六
時
よ
り
七
時
ま
で

　『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
の
お
勤
め
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
職
の
挨
拶

　
　
　
　
　
か
ぶ
ら
汁
の
お
振
る
舞
い
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お
念
仏
の
中
に
今
年
を
振
り
返
る

住
職
法
話

我わ
れ
か
く
の
ご
と
く
き
く

聞

如

是

　
　
　
　
〜
今
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
ね
〜

　

年
末
恒
例
の
日
本
漢
字
能
力

検
定
協
会
主
催
の
「
今
年
の
漢

字
」。
今
年
も
、
十
二
月
十
二

日
に
京
都
清
水
寺
に
て
発
表
さ

れ
、
今
年
を
象
徴
す
る
漢
字
一

文
字
の
最
多
得
票
を
得
た
と
し

て
「
戦
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
得
票
数
第
二
位
と
は
わ

ず
か
の
差
で
、
第
二
位
は
「
安
」

で
し
た
。

　

こ
の
二
文
字
を
並
べ
る
と
、

反
対
の
意
味
を
連
想
さ
せ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
字
に
投
票
さ
れ
た
方
の
選
ん

だ
理
由
を
調
べ
る
と
、「
戦
」

は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
や
北
朝
鮮
に
よ
る
度
重
な

る
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
に
挙
げ

と
あ
り
ま
し
た
。

　
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
に
は
、
人

間
の
世
は
「
五
濁
悪
世
」
だ
と

説
か
れ
て
い
ま
す
。「
五
濁
悪
世
」

と
は
、「
劫
濁
（
戦
争
や
天
災
、

飢
饉
や
疫
病
が
流
行
る
）「
見
濁

（
自
己
中
心
的
な
も
の
の
見
方
が

一
般
化
す
る
）」「
煩
悩
濁
（
好

き
な
も
の
を
貪
欲
に
追
い
求
め
、

嫌
い
な
も
の
を
徹
底
的
に
排
除

す
る
）」「
衆
生
濁
（
人
間
社
会

全
体
が
劣
悪
化
し
て
い
く
）」「
命

濁
（
自
他
の
命
の
尊
厳
が
軽
ん

じ
ら
れ
、感
じ
ら
れ
な
く
な
る
）」

に
満
ち
た
世
界
を
意
味
し
て
い

て
、ま
さ
し
く
現
代
社
会
が
「
五

濁
悪
世
」
そ
の
ま
ま
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
世
の
中

だ
か
ら
こ
そ
お
念
仏
の
教
え
は
説

か
れ
た
の
で
す
。
で
は
、
こ
の
五

濁
悪
世
を
お
念
仏
の
教
え
に
生
き

今
年
の
漢
字

の
で
す
。

　

今
年
の
大
賞
に
選
ば
れ
た
作

品
は
「
武
器
を
捨
て　

数
珠
を

持
と
う　

絵
・
文
字　

長
男

（
一
〇
）」で
し
た
。
こ
の
作
品
は
、

京
都
市
に
あ
る
浄
土
宗
龍
岸
寺

の
掲
示
板
の
法
語
で
す
。
講
評

に
は
「
今
年
の
二
月
に
始
ま
っ

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
に
よ

り
、
今
な
お
多
く
の
人
々
が
苦

し
ん
で
い
ま
す
。『
仏
説
無
量
寿

経
』の
中
に
は「
兵
戈
無
用（
ひ
ょ

う
が
む
よ
う
）」
と
あ
り
、
こ

れ
は
「
武
力
も
兵
力
も
必
要
な

い
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。

地
球
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達

の
た
め
に
も
、
武
器
を
捨
て
て

数
珠
を
持
ち
、
拝
む
心
（
敬
い

感
謝
す
る
心
）
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
大
賞

に
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

大
慈
悲
心
に
生
き
る

た
人
が
多
く
、
一
方
「
安
」
は

７
月
に
街
頭
演
説
中
に
凶
弾
に

倒
れ
た
安
倍
元
首
相
を
理
由
に

挙
げ
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
二
文
字

は
い
ず
れ
も
武
器
に
よ
り
人
命

が
奪
わ
れ
た
事
を
象
徴
す
る
文

字
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
も
う
一
つ
最
近
年
末

の
恒
例
行
事
に
挙
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
に
、

仏
教
伝
道
協
会
主
催
の「
輝
け
！

お
寺
の
掲
示
板
大
賞
」
が
あ
り

ま
す
。
全
国
に
あ
る
七
万
五
千

に
も
及
ぶ
寺
院
の
掲
示
板
に
書

か
れ
た
仏
語
・
法
語
が
、
そ
れ

を
書
か
れ
た
方
や
読
ま
れ
た
方

か
ら
投
稿
さ
れ
て
、
そ
の
中
か

ら
様
々
な
賞
が
決
め
ら
れ
る
も

　

 

兵
戈
無
用



　　　　　　　　　　　純正寺報　青色青光

3

2023.No319　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    仏歴 2566( 令和 5) 年 1 月号  

る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い

う
と
、
そ
れ
は
「
仏
の
大
慈
悲

に
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

阿
弥
陀
仏
は
、
自
分
を
後
回
し

に
し
て
常
に
他
者
に
は
た
ら
く

仏
（
為
物
身
）
で
す
。
そ
の
お

心
を「
大
慈
悲
心
」と
言
い
ま
す
。

こ
の
大
慈
悲
心
を
真
似
て
い
く

こ
と
が
お
念
仏
に
生
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私

た
ち
は
お
さ
と
り
を
開
い
た
仏

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
完
全

に
慈
悲
を
実
践
で
き
る
わ
け
で

は
な
く
、
失
敗
も
た
く
さ
ん
す

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
他
者
を
気
に
か
け
な
が
ら

生
き
て
行
く
努
力
を
し
続
け
て

い
く
こ
と
が
、
武
器
な
ど
持
た

ず
と
も
互
い
が
敬
い
信
頼
し
合

え
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る

の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
に

は
、
お
念
仏
に
生
き
る
人
の
輪

を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
手
が
か
り
に
な
る
の

が
「
門
徒
推
進
員
」
で
す
。
こ

の
言
葉
は
「
真
宗
門
徒
（
お
念

仏
に
自
覚
的
に
生
き
る
人
）
と

し
て
生
き
る
こ
と
を
積
極
的
に

推
進
す
る
門
徒
」
と
い
う
意
味

で
す
。
組
や
寺
院
で
開
催
さ
れ

る
「
門
徒
推
進
員
養
成
連
続
研

修
会
（
連
研
）」
を
二
年
間
（
十
二

回
）
受
講
し
、
本
願
寺
で
開
催

さ
れ
る
三
泊
四
日
の
「
門
徒
推

進
員
中
央
教
修
」
を
受
講
さ
れ

た
方
が
門
徒
推
進
員
と
呼
ば
れ

ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
四
半
世
紀
の
間
、

彦
根
組
の
連
研
と
本
山
で
の
中

央
教
修
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

純
正
寺
所
属
の
ご
門
徒
も
相
当

数
組
連
研
を
受
講
さ
れ
た
の
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
中
央
教
習

修
を
受
講
さ
れ
た
方
は
お
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今

年
の
十
一
月
に
純
正
寺
所
属
の

ご
門
徒
が
初
め
て
中
央
教
修
を

受
講
さ
れ
ま
し
た
。
純
正
寺
に

は
、
中
央
教
修
を
受
講
さ
れ
た

後
に
純
正
寺
の
所
属
に
な
ら
れ

た
女
性
門
徒
が
お
一
人
お
ら
れ

ま
す
の
で
、
こ
れ
で
合
わ
せ
て

門
徒
推
進
員
さ
ん
は
二
名
と
な

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
の
七
月
か
ら

は
彦
根
組
の
後
援
を
得
て
、
純

正
寺
「
て
ら
れ
ん
け
ん
（
寺
連

研
）」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

組
で
は
な
く
、
寺
院
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
す
る
「
て
ら
れ
ん

け
ん
」
は
、
滋
賀
教
区
六
百
ケ

寺
で
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
て
ら
れ
ん
け

ん
に
は
、
彦
根
組
内
外
か
ら
現

在
十
名
の
ご
門
徒
が
受
講
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
純
正
寺

所
属
の
ご
門
徒
も
二
名
お
ら
れ

ま
す
。
こ
の
十
名
の
ご
門
徒
が
、

皆
さ
ん
こ
の
研
修
を
修
了
さ
れ

て
、
中
央
教
修
を
経
て
門
徒
推

進
員
の
役
を
担
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
門
徒
推
進
員
と
は

別
に
特
別
な
門
徒
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
何
か

し
ら
特
別
な
活
動
を
し
て
い
た

だ
く
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
お
念
仏
の
教
え
を
基
盤

に
日
々
の
暮
ら
し
が
あ
る
こ
と

に
、
歓
び
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
き
っ
か
け
の
よ
う
な
も

の
で
す
。

　

新
年
が
、
お
念
仏
に
生
き
る

歓
び
を
共
感
で
き
る
仲
間
が
一

人
で
も
増
え
る
一
年
に
な
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

て
ら
れ
ん
け
ん

門
徒
推
進
員
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本
格
的
な
冬
到
来
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人
達
か
ら
今
月
も
一
一
六
一
〇

個
の
キ
ャ
ッ
プ
が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
今
月
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ 

 

一
、
五
三
一
、
二
一
六
個 

　　  15 日 ( 日 )
　　　18:00~20:00
     年齢・性別は問いません

 「月例法話座談会」
         19 日 ( 木 )
　　    14:00~16:00
     年齢・性別は問いません

　参拝者の提起や質問を手がか
りに、車座になって聴き合いな
がら、ビハーラの心を学びます。

ヨガ風ストレッチ「びはーら体操」
10 日 ( 火 )・24 日 ( 火 )
　　  10:20~11:30
     年齢・性別は問いません
　お香とインド音楽の中でのヨ
ガ風ストレッチで、強くて柔ら
かな身体と心を作りましょう。

ゆっくり学ぼう家「寺子屋」
 15 日 ( 日 )・29 日 ( 日 )  
　　  14:00~16:00 
    　 小学生・中学生対象
　教科書に沿った問題集や宿
題、自主勉や読書に取り組みま
す。手洗い・マスクを忘れずに。

  一年の計は・・・   元旦会

　　　 16 日 ( 月 )
 　　10:00~12:00
     年齢・性別は問いません

こんき常例布教
　　   25 日 ( 水 )
10:00~12:00.13:30~15:30
  年齢・性別などは問いません
　所属寺の枠を超えて、法友がで
きる法座です。ご法話は、近江八
幡市願通寺の中尾萌恵師です。

宗祖の祥月命日「御正忌法要」 

　　　  1 日 ( 日 ) 
　　  10:00~11:00
    年齢・性別は問いません
　コロナ禍であるからこそ、お念
仏の声を聞きながら自分を見失わ
ない一年のための大事な初日です。

キッズサンガ「ほとけの子ども会」
  7 日 ( 土 )・28 日 ( 土 )
　　  10:00~12:00
  　就学前・小・中学生対象

『らいはいのうた』のお勤め
の後、仏典童話の読み聞かせ
と楽しいおやつタイムです。

みんなの食堂ビハーラ
12 日 ( 木 )・26 日 ( 木 )
        17:00~19:00
    年齢・性別は問いません
　コロナ感染症の第 8 波の中には
ありますが、感染対策しながら楽
しくみんなで食事しましょう。

　サンガ ( 僧伽 ) とは、利害関係を超えた、互いに支
え合う、安心できる本当の人のつながり「お念仏の家
族」をあらわしています。純正寺のすべての活動は、
あなたにも仏縁が整って、まことの同朋 ( とも ) の出
会いが広がっていくことを願い、運営されています。

 世のなか安穏なれ「ビハーラ彦根」 

　親鸞様の祥月命日のご縁。『正
信念仏偈作法』のお勤めと住職法
話「親鸞様のご臨終に学ぶ」です。

　日常の「何故？」を通して、
お念仏に生きる尊さと確かさを
座談会形式で感じ学びます。

清々しい朝のおつとめ「常朝事」
年中毎朝 6:00~6:45
年齢・性別など問いません

　『正信念仏偈』と『和讃』
の繰り読み。『御文章』の拝
読と住職の法話があります。
LINELIVE で生配信もします。

ご 

往 

生

十
二
月
十
六
日

　
法
名 

釋 

求
真

　
俗
名 

北
村 

禮
子
さ
ん

　
　
　
　
行
年 

七
十
九
歳

　
謹
ん
で
お
念
仏
申
し
上

げ
ま
す
。

ホームページ開設 !!
　今更なのですが、 純正寺のホー
ムページを開設しました。 毎月更新
することに慣れるまで時間がかかる
かもしれませんが、 どうぞご覧くだ
さい。 ご覧になる場合は、 下記の
URL で検索するか、 QR コードを読
み取ってください。

https://www.

j y u n s h o u j i .

com/


